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メキシコの工業水準と成長要因

水野

メキシコはＬＡＦＴＡにおいてブラジルﾛアルゼンチンと並んでロ域内先進ＩｊＪｐとみなされ

ているが，ことにその７１錠的な経済発展は注目されてれ、，「ラテン・アメリカのモデル世I」

とか「西半球の日本に左bうる可能性を#}った国」などといわれている。本報告では，メキシ

コの綴満水flu，特にその工業水Ⅳ<をう゛ラジル，アルゼンチン両囚と比較して検iiｵするととＩ,に

噸iiM左雄済発展を４，たらした嬰阻をあげ，今後持玩的lUl<i催を逆旗するための慨幽を探ってみた。

近年、プフジル，アルゼンチンの経済旗1t率がいちじるしぐ鈍化しているのに対し，メキシ

コは１９５０年以降，年平均６刺以上という祗突な発腿をとけてきた。しかＩj過去６年11Ⅱにフ・

フゾルの物liii水準か１５倍に，アルゼンチン《’６倍に上昇しているのに対し，ノキンコゾ)物illi

はこのｌｌｊｌわずか１４筋上昇したにすぎ怠い。一方，１９５０－６０Jﾄﾞの工雌生匪の年平均MClt

率をみると，〆.キシコはＺ４筋で，フ・ラジルの２２場には皮はちい《,ののアルゼンチンに比べ

｣しば２倍近い成炎率である。ただメキシコのＧＤＰに占める工莱の比1，（１９６５年）ｉｔ２２．

５９６で、アルゼンチンの６１．５乳，フ・ラジルの２no缶をかたりTliルており，また先U&の余

jlhを空していることがわかる。

以上５力ＩＩＪはラテン・アメリカ全体の工難ﾉﾋ箙の約８０缶を占めているが,その割合はブラ

ジル３６筋，アルゼンチン２８冊，メキシコ１５筋とたっており，総生産高ではメキシコはブ

ラジルの半分以下,アルゼンチンの５割強の水jV1にすぎない｡しかしこれらヨカIliiの主礫工業

製品の生産をみると、メキシコは石油鮒製や化学部門でう゛ラジル，アルゼンチンをしのＩｎでお

り，粗鋼，セメント，パルプ，テレビではブラジルについてオ２位の生産をあげていると,ど’

ブラジルにはまた力.なり水をあけられているか，アルゼンチンの水邸には相当接近している。

ところで，このようなメキシコのいりじるしい緑済発腰を4,たらした婆因としては,(１１敗iYi

の宏定，(2農業の役9ｾﾞﾘﾚ，(3)アメリカとの|j;Ｉ係，(i､政府の投資誘導政莱一の４つをめげるこ

とができる。汁１の政治の安定が経済発腿と深いljll係にあることは,先進IP1，低'１１１発111を１１１１わ

ず過去の多くの例がはっきり示している（たとえば２．，３年前のイタリア、近年のアルゼンチ

ン）が，メキシコの鳩合は１９１０年代に革命を経験し，ＰＲＩ（立瀧並命党）に上るＯｎｅ
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ＰｉｕｒｔｙＤｅｍ⑥Ｃｒ５１Ｃｙの形で，ラテン・アメリカには例の少准い平穏な政権の授受ｶｫﾃな．

われてきた。しかMll1のラテン・アメリカiHIjlilと遮って７１K部のカゲがiWi<，労使Illlの対立があ

性しみられをいことは，迦貨の渋定維持に胸利に側,いた`［うに思われる。

汁２の磯眺の役刺Dについてｉｔ，ノキンコの避難生産が過去５０年１１１１に４１z平均5.4筋という

耐ぃ墹加率を肥録したことを`ﾘLれぱiﾘlらかである。その結果，メキシコItIM花，酪鯉製品や勅

』刎化iIll脂を除いてた糊ｵｺﾞ.[ひ鴎難li(料をⅢ総し，さらに綿花０コーヒーなど多嫌化された磯獲

物を大ｉｔに輸出し、工琉化の允蛤の外11rを狼ｲｌＬている。《bらろん，これiFMDと１tといえば農

l蝉航によるところが大きいわけで，「《,し礎j鱗k1Mx行なわオルなかったとしたら，メキシコ

の政治宏定《，，問い溌木形成《,，鰹薫生瀧お［び生Fit性の上昇《)ﾘ噂現しをかつたたろう」

（ＥｄｍＭｎ《I⑥Ｆ１⑥ｒどら）とされている｡

汁５の測照については。メキシコはアメリカとIil塊を接している締ｊｆ，アメリカからift木と

|`1町に1）『しぃ技徽をIPiIlxすることかでき，一方多撒iの澱)上収入（５億ﾄ･ル余）のおかげでlHjl際

ﾘｽ丈の均衡を(!』1つことがでもた・汁４は《１つばら工恭化舷篭についててあるが，メキシコ政)fj

Itいろいろ左§j二段を使ってIiIiﾉＩ工身の行;ｋに艀めてきた。たとえｋｆ,倒悦や輸入統ljIlにとって

ｌＩｌｌﾉｶﾞ旅ｶﾞ:を０１鞭する一ﾉﾉ，1M政，金融洲扮にI:ってiⅢUL旅茶に対するIﾉkl外からの投ＴＩの促進を

図った。』ｉｆにＮａｃｉｏＤＩｌａｌｌＦｉｎｉＩｌＤｃｉ⑥「、左ど炊府金融機111の工莱化に果たし・た役割、

壮大といｏ

ｊｉ》後に，メキシコ経済の今後のlMUkjをあげれば０斗１に工難製品の国内rlij似を拡大するため

に農柔所禅を向上させ，所ｲﾘの再分配を図らねばならないこと，汁２Ｋ武易収支の大概赤字を

観光収入や外資の流人によってカバーしている不笈定なIU鵬収支ポジシ画ンを是正するため，

輪ⅡＬ特に工錐品の輪111を肱大する必要があることで`bろう｡
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